
資料③ ⽇常の⽣活動線上での健康づくりの推進
- ⾼齢化ワークライフバランスに伴う売上増 – (東京クリアランス⼯業)
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－6－

昼⾷を交代で必ずとる、
毎朝の朝礼で健康ネタを。

⾃販機メニューもガラッと変わった。
→社員が率先して朝⼣のストレッチ！

皆20代、痩せているのに⾼⾎糖！
受診したこともない...

ほぼすべての従業員の⾎糖値が平均まで改善。
体調不良で⽋勤するスタッフが減り、ローテーションが安定。

健康に関する知識が増えたことで、かかりつけを持ち、
顧客とのコミュニケーションの幅も広がりました。

資料④ ⽇常の⽣活動線上での健康づくりの推進
- 環境改善による⽣産性の向上 – (美容室・アクア)



出典）中⼩企業庁・ホームページ

－7－

労働時間,職場環境は重要
＞賃⾦, 知名度

やりがいは
もちろんだが...



「健康維持率」

資料⑥ 少⼦⾼齢社会の構造をフローで捉える (→ 商品開発、ニーズを顕在化する仕組みが構築できる)

「発症率」

⾼齢化

QOL



資料⑦ 少⼦⾼齢社会の構造化から⽣まれる“健康ソリューション”

集団の構造に対応した“意識づけ“ with ツール

＝健康ソリューション

対象,タイミング等をつかむことで
真のソリューションになります。

－15－出典）パナソニック・ホームページ等
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